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2019年4月より、NPO法人青春基地（代表理事・石黒和己）および、長野市立長野高等学校・長野中学校
（校長・菅沼尚）は、3年間の連携協定を締結し、「PBL(Project Based Learning)」のカリキュラム導入を軸とし
た協働をスタート。価値観や課題が複雑化・多様化していく社会にむけて、教育と地域の新しい可能性を探るもの
として、以下３つの柱をもって取り組んでまいります。

【本件に関する問い合わせ先】
特定非営利活動法人 青春基地（担当：酒井）

電話：090-5151-9924（代表直通） mail: info@seishun.style
----------------------------------------------------------------------------

【取材申し込み】
*取材をご希望の際は、メールにて申込みをお願いいたします。

「生まれ育った環境をこえて、一人ひとりに想定外の未来をつくる」をビジョ
ンに掲げ、子どもたちの好奇心や創造性を育むために、全国の公立高校に
「PBL（Project Based Learning）」という出会いと経験のなかで学んでいく
新しい学びを導入するなど、未来の学校づくりに取り組んでいます。
本取り組みでは、授業のカリキュラムデザインや県内外の学生・社会人メン
ターによる授業運営にとどまらず、長野市周辺で活動する様々な人や文化を学
びにつなぐコーディネートや学校内での学びのコミュニティづくりを担います。

■市立長野高等学校・中学校とは
長野県内において唯一の市立高校であり、中学が併設された中高一貫校で
す。単位制・総合学科という特色をさらに活かすべく、生徒たちが自身の
可能性に気づき、進路や生き方を主体的に考えられる学びをより拡充して
いきます。
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NPO法人青春基地とは
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■本協定における３つの柱
１）未来の「学び方」
２）未来の「学校の在り方」
３）未来の「教育課程の在り方」
本取り組みでは、子どもたちの学びの変革だけでなく、担い手となる地域
の大学との連携や、教職員の意識変容など、多角的に未来の教育のあり方
を模索していきます。

■今年度の主な取り組みついて
初年度となる2019年度においては、高校1・2年生の科目を中心に、教員と
協働してカリキュラムをつくります。たとえば2年次の授業では、一年間か
けて、地域のことや将来の夢・学問領域など、生徒ひとりひとりの興味関
心からプロジェクトを立ち上げ、「やってみる」ことをを通じて学びます。
高校1年生（160名）「産業社会と人間」
高校2年生（160名）「課題探究プログラム」
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